
実施した交流プログラムの概要 
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派遣前 
教育 研究発表 修士･博士課程：海外交流校で開催されるセミナー・ 

            国際学会での発表・企画・運営等 

受 

入 

医学部生 ：4週間：病院実習等 

 博士課程： 学位授与 

医学部生 ：病院実習等 

修士・博士課程：最先端の研究等 

修士・博士課程：現地調査、研究等 

医学部生 ：病院実習等 イ
ン
タ
ー
ン
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ッ
プ
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、

教
職
員
に
よ
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語
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セミナー 
プログラム 

単位認定 
プログラム 

単位認定 
プログラム 

学位取得 
プログラム 

成果報告会 
修了書授与 
単位取得 

成果報告会 
修了書授与 
単位取得 ・最先端の教育指導及び設備の下、 

医学・保健学の最新の知識と技術
を修得、実践的な英会話 

 →母国・ASEAN諸国で活躍 

・医師・看護師 
・医療専門職者 
・医療産業人 
・研究者 

国際的な舞台 
で活躍できる 
人材の育成 

・ASEAN諸国を含む発展途上国に

多い疾患・感染症等の症例・問題、
医療制度・文化の違い・多様性を
理解・経験、実践的な英会話 

 →ASEAN諸国、世界で活躍 
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セミナーでの 
発表 

セミナー 
プログラム 

・最新知識・情報の提供、共有 
・英語による発表の機会の提供 
→英語会話能力の涵養 

医学部生・ 
修士・博士課程： 

遠隔授業システムを利用したセミナー・報告会での 
発表・企画・運営、教職員によるによる講義 

派遣前 
教育 

派遣前 
教育 

派遣前 
教育 

学生選考方法 

志
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派遣先大学の博士課程に
在籍し学位取得を目指す 

              
 
 
  

神戸大学 （申請大学）    
     

医学研究科・医学部 （責任部局） 

                大阪大学 
 

保健学研究科 

微生物学病研究所 

医学系研究科・医学部 

運営事務局 

・学生の派遣・受入 ・基礎研究実習  

・学生の派遣・受入 
・病院実習 ・共同研究 ・成果報告会・遠隔授業の実施 
・WHO神戸センター講師による授業 

・全体統括 
・学生の派遣・受入 ・病院実習 ・共同研究    
・成果報告会・遠隔授業の実施 
・ホームページ(日本語･英語) による情報発信 

ｻﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽ 
ｻﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽ 

ｻﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽ 

事務部 

事務部 

事務部 

チェンマイ大学 

ガジャマダ大学 インドネシア大学 

マヒドン大学 

アイルランガ大学 
連携大学 

他大学 

ASEAN諸国の 
医学・保健学分野におけるグローバルリーダーの育成 

・共同研究 

グローバルリーダー育成センター 

各大学の  サポートオフィス  による学生支援 

・学生の派遣・受入 ・病院実習  ・共同研究  

ｻﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽ 事務部 

・学生の派遣・受入 ・共同研究 

双方向遠隔授業 
システムによるセミナー・ 

報告会・会議・面接 
 

  

Ⅰ○神戸大学、大阪大学 ASEAN諸国との連携・協働による次世代医学・保健学グローバルリーダーの育成 

資料６－２ 



実績 

H24 H25 H26 H27 H28 

派遣学生数 
3か月未満 8 18 24 27 39 

3か月以上 3 6 4 0 0 

受入学生数 
3か月未満 0 15 32 52  49 

3か月以上 3 8 8 7 3 

※平成28年12月27日時点（平成29年3月末までの派遣・受入予定学生数を含む） 
※平成27年度以降、3か月以上のインドネシア派遣に必要な社会文化ビザの申請
要件の変更に伴いビザ取得が困難となり、3か月から2か月の派遣に変更になった。 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、共
同学位プログラム等）の形成 

相互単位認定のための評価様式の作成 

  4週間の派遣・受入プログラムに参加
する学生が多い。 

→ 研修期間が短いため派遣先大学での
単位取得が困難 

→ 共通のテンプレートを元に各大学の基
準に合わせた評価様式を作成 

→ 派遣元大学の単位の一部として研修
内容を読み替える。 

 神戸大学様式の評価書 マヒドン大学様式の評価書 

質の保証体制の構築 

 
コンソーシアム運営委員会 
・目的と目標の共有 
・プログラム運営、学生支援等に係る 
 情報共有、必要事項の協議 
・カリキュラム、シラバス、成績基準、 
  単位認定等に係る協議・情報の共有 
・自己点検・評価 
 
 
 

内部での質保証  
外部評価委員会 
外部の医学・保健学分野、国際交流 
の専門家により構成 
・自己点検評価の妥当性を客観的に 
 評価・検証 
・評価・検証内容をもとに助言 
 

外部からの質保証  
コンソーシアム運営委員会 
・外部評価委員より受けた評価・検証、 
 助言をもとにプログラムの運営、 
 内容の改善を図る 
 
 
 

内部での質保証 



プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 

・プログラム参加学生が国内外の国際保健医療
機関、グローバル企業、コンサルタント会社、大
学の教員等の進路選択ができるよう最大限サ
ポートしている。 

・多くの学生は学部最終学年時にプログラムに
参加し、卒業後は臨床の現場で活躍している。 

・参加学生4名が大学院修了後、教職員として採
用され、留学の経験を活かし国際共同研究や
教育、本プログラムの運営に関わっている。 

・参加学生６名が大学院に進学し、国際保健学
領域など留学経験を活かせる分野を専攻して
いる。 

派遣学生に対する 
フォローアップ・サポート 

受入学生に対する 
フォローアップ・サポート 

・プログラム終了時に担当教職員が面談の機
会を設けている。日本への留学を希望する場
合は、進学や奨学金に関する情報提供・サ
ポートを行っている。 

・神戸大学医学研究科で受入れた学生2名が
同大学院医学研究科博士課程に入学してい
る。 

・神戸大学保健学研究科で受入れた大学院生
4名がプログラム終了後、本国の大学教員とし
て活躍している。 

学生同士の交流の促進 
・受入学生の学業や日常生活の補助を行う留学生バディとして学
部学生を雇用 

→・母国への帰国後、受入学生が派遣学生の補助を行うなど自主
的な相互援助関係が構築されつつある。 

  ・バディ経験学生が本プログラムで海外に派遣されている。 
・日本人、受入学生が参加する英語でのディベートクラスの開講。 
 



• 日本語、英語版共に作製し国内外を問
わず情報・成果の発信 

• 成果報告会、英語でのディベートクラス、
事前研修会などのイベント情報を発信 

• プログラム参加学生の体験レポートを掲
載 
 

• 学内での成果報告会の開催、留学セミ
ナーにおける講演活動 

• 海外連携大学と遠隔授業システムで結
び成果報告会、セミナーを開催 

• プログラム参加学生が得られた成果を国
際共著論文として発表 

ホームページの作製 

情報の発信・成果の普及 

http://www.med.kobe-u.ac.jp/asean/index.html 

双方向遠隔授業システムによるセミナー 

成果報告会・論文発表による成果の普及 



今後の展開 

・医学、看護学、臨床検査技術学に加えリハビ
リテーション科学分野の学生を対象としたプロ
グラム実施を計画している。 

・医学・保健学のソーシャルニーズが高い
ASEAN諸国（ベトナム、フィリピン、マレーシア
など）を中心に学生派遣・受入を計画する。 

・Elective Programへ参加を希望する学生が所
属する大学について、MOUの締結に向けた協
議を行う。 

  
 
 

プログラム継続のための取り組み 

Elective Programホームページ 

・Elective Programを開設し継続的に留学生を受け入れるた
めのプログラムや制度を整えた（http://www.med.kobe-
u.ac.jp/elepro/ ）。 

・平成29年度以降もプログラム参加学生の援助を行うため、
JASSO海外留学支援制度や同窓会からの寄附金による奨
学金の給付を検討している。平成29年度以降も学位取得プ
ログラムを継続する学生については、同窓会からの資金援
助を予定している。 

・交流大学毎に担当教員を決め、交流の継続に向けた現地
への訪問や協議を行う予定となっている。 

交流の拡大に向けた取り組み 発展的な交流のための取り組み 

・ダブルディグリープログラムの実施に向け、神戸大
学医学研究科とインドネシア・ガジャマダ大学医学部、
パジャジャラン大学医学部間、及びタイ・マヒドン大
学シリラー医学部間でMOUを締結している。 

・ダブルディグリープログラムの実施に向け、学生の
選考条件やカリキュラム、学位取得要件についての
協議を進めている。 

・大阪大学微生物病研究所では、本事業の他にもタイ、
インドネシアとの共同プログラムを進めており、今後
も教育・研究の面で連携していく予定である。 



大学の世界展開力強化事業 

感染症研究国際展開戦略プログラム(J-GRID) 
日本・タイ感染症共同研究センター 

MOCID（Mahidol – Osaka Center for Infectious Diseases) 
マヒドン-大阪 感染症センター  

大阪大学 微生物病研究所では、大学の世界展開力強化事業の他にもタイ・インド
ネシアとの共同プログラムを進めており、今後も教育・研究の面で連携していく
予定である。 

2005 2012 2010 2017 

2016 

微研研究会 
海外谷口奨学金制度 

継続中 

継続中 タイ 
マヒドン大学 

インドネシア 
アイルランガ大学 

継続中 
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